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用法基盤モデルに基づいた
複合語形成の生産的パターンの抽出

はじめに

統語的複合動詞
　「-始める」「-続ける」「-過ぎる」 etc.
　生産的
　ok そうし始める
　ok [早く起き]-過ぎる
語彙的複合動詞
　「切り捨てる」「見逃す」「酔っ払う」 etc.
　非生産的
　* そうし捨てる
　* [ゆっくり見]-逃す

(cf. 影山 1993)

内項複合語
　「魚釣り」「虫取り」「スプーン曲げ」 etc.
　生産的
　連濁なし・アクセント保存
付加詞複合語
　「磯釣り」「横取り」「仕事疲れ」 etc.
　非生産的
　（ただし「-生まれ」など一部は生産的）
　連濁あり・アクセント非保存

(cf. 伊藤・杉岡 2002)

◆ 構文の集合としての形態論的知識
◆ 形態論における生産的パターンの明示的記述
◆ 生産的パターン学習の説明装置 [  ]-始める

BEGIN [  ]

[  ]-続ける
KEEP [  ] [  ]-出す

BEGIN [  ]

[  ]-忘れる
FORGET [  ]

飛び出す
POP OUT

申し込む
APPLY

切り倒す
CUT DOWN

流れ込む
FLOW IN

走り続ける

飲み続ける

切り倒す
飛び出す

構文による複合語の記述

先行研究
複合動詞

動詞由来複合語
[x]-[y]

[y]ING OF [x]

[  ]-沿い
ALONG [  ]

[  ]-生まれ
BORN IN [  ]

秒読み
COUNTDOWN

[  ]-行き
BOUND FOR [  ]

日焼け
SUNBURN

金持ち
RICH

走り出す降り続ける

[  ]-過ぎる
[  ] TOO MUCH

言い忘れる

構文

構文

事例

事例

スプーン曲げ

魚釣り

東京生まれ

渋谷行き

鳥取行き

金持ち

金持ち

構文の成立構文の考え方
◆ 構文 = 意味と形式の慣習的結びつき

(cf. Goldberg 1995, Booij 2006)
◆ 個々の言語経験は構文の実現事例
◆ 構文によって定着度は異なる
◆ 定着度の高い構文の実現事例は，理解・産出が
しやすい

◆ あるいは，容認度が高い

◆ 構文は実際の事例に接することでボトムアップに成立する
◆ 最小一般化の原則：構文はできるかぎり具体的に！

（cf. Langacker 1990, 熊代 2003, Albright and Hayes 2002)
◆ 事例が増えれば増えるほど定着度が増す
◆ 先行研究の直観ベースの記述をシミュレーションによって再現できるか
◆ 構文の客観的認定
◆ さらに構文の学習の問題への示唆

統語的複合動詞

語彙的複合動詞

生産的内項複合語
生産的付加詞複合語 語彙的複合語
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◆ 頻度の元データ：毎日新聞 95 年版
◆ MeCab + UniDic
◆ 複合動詞・動詞由来複合語 それぞれ 5 万語
◆ 各複合語は前項と後項のペアで表現される 

シミュレーション 1

シミュレーション 2
◆ 頻度の元データ：Wikipedia 日本語版 (長谷部 2006)
◆ MeCab + UniDic
◆ 名詞・動詞・形容詞・形容動詞からなる複合語10万語
◆ 各語彙は「前項語彙，前項品詞，後項語彙，後項品詞，全
体品詞」の5つの素性で表現される

[  ]-始める

[  ]-続ける

[  ]-出す

[  ]-込む

[  ]-[  ]

[  ]-合う

[  ]-過ぎる

[  ]-上げる

[  ]-切れる

[  ]-切る

239.8

210.8

79.8

81.2

81.8

110.2

125.2

134.4

150.6

181.2

[  ]-[  ]

[  ]-作り

[  ]-振り

[  ]-通り

[  ]-付き

[  ]-入り

[  ]-向け

[  ]-行き

[  ]-好き

[  ]-生まれ

412.8

401.0

95.6

111.8

118.0

196.8

198.8

201.0

209.4

287.2

結果

複合動詞 動詞由来複合語 生産的内項複合語

生産的付加詞複合語

統語的複合動詞

[[  ]N-[  ]N]N
[[  ]V-[  ]N]N
[[  ]N-[  ]V]V
[大N-[  ]N]N
[[  ]V-続けるV]V
[[  ]V-[  ]V]V
[[  ]V-方N]N
[[  ]V-始めるV]V
[[  ]N-山N]N
[[  ]N-川N]N

239.8

210.8

79.8

81.2

81.8

110.2

125.2

134.4

150.6

181.2

結果

（5回の試行の平均 ; 定着度の高いスキーマ上位 10位）

[若A-返るV]V

[[  ]-返るV]V

[生きV-返るV]V

アルゴリズム
 (i) モデルに複合語を一つずつ与える
 (ii) 既にその複合語を実現例とするような構文がある場合，そ
の構文の定着度が 1 増加する

 (iii) その複合語を実現例とする構文がない場合，過去の複合語
との共通性を抜き出した新しい構文が成立し，定着度初期
値 1 が与えられる 

 (iv) 上記 (ii), (iii) のプロセスでは，最も具体的な構文が優先さ
れる

◆ 統語的複合動詞の高い頻度直観に合う結果
◆ 語彙自体の区別以外も素性として取り込みたい

（5回の試行の平均 ; 定着度の高いスキーマ上位 10位）
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◆ ある程度直観を反映する結果
◆ 統語的複合動詞と語彙的複合動詞を区別する能力などは不十分
◆ 結果を評価する手続きの必要性

素性による表示
　宝探し = {宝, 名詞, 探す, 動詞, 名詞}
　狭苦しい = {狭い, 形容詞, 苦しい, 形容詞, 形容詞}


